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＜考察＞

国語科「書くこと」の領域において、デジタルツール
を活用して児童が文章構成と推敲の過程を協働
的に進める学習活動を行いました。まず、複数の文
章のまとまりをカード形式で分け、適切な順番で配
置しながら文章の構成を考えました。自分の考えを
整理し、どの順番で情報を伝えるかを意識して文
章を構築しました。その後、推敲段階では、児童同
士が文章を送り合い、互いに添削を行いました。友
達が赤で改善点を指摘し、フィードバックを受けるこ
とで、文章の質が向上しました。この活動を通じて、
児童は文章の構成力や推敲力を高めるとともに、
他者との意見交換を行いました。また、デジタルツー
ルを活用することで、児童全員の画面が教師のタブ
レット上に表示され、教師は児童が悩んでいる場合
に迅速に支援を行いました。一方で、友達同士で
のフィードバックが先行することで、児童は互いに高
め合いながら学ぶことができ、自然な形で学ぶ姿も
見られました。従来であれば、プリントを使って何度
も書き直す構成段階や推敲部分も、タブレットを使
うことで簡単に何度でも修正が可能となり、効率的
に学習を進めることができました。実態に応じて手
書きで行うことも認めており、その場合は手書きの
作業においても教師がしっかりと見取り、児童に必
要な支援を行うことの重要性を認識して取り組むよ
うになっています。このように、デジタルツールと手書
きを適切に組み合わせることで、効果的な指導が
実現されています。


